
corral trapcorral trap

お問い合わせください

お問い合わせください

Steal GateSteal Gate

・掲載されている写真、文章、イラストの無断転載・利用はお断りします。
・記載された仕様・価格等は予告なく変更する場合がございます。
・商品の価格、送料については別途お問い合わせください。
・商品のカラーはカタログと多少異なる場合がございます。
・重量などの商品スペックに誤差が生じる場合がございます。
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　緊張ができる特殊なネットフェンスです。

緊張することで、柵の強度が増すだけでなく、

ポスト（支柱）の間隔を広げることが出来ま

した。

　ライトタイプは軽量で、一人でも簡単に運

ぶことが出来ます。専用施工道具を使用する

ことで安価で誰にでもこのネットフェンスを

張ることが出来ます。電気柵を併用すること

で野生動物防除にも、より効果的に対応でき

ます。

※ライト仕様は線形が 2.0ｍｍとなっており、通常品よりも軽い仕様になります。
※大型商品となりますので、送料は別途御見積致します。地域によっては配送できない場合がございます。
※重量が 35kg 以上のフェンスは、宅配便での発送ができません。詳しくはお問い合わせください。
※フェンスの仕様は予告なく変更される場合がございます。

FAR 夢ブランドのネットフェンスは高耐久、高品質のザプラスワイヤーを使用して

います。再生鉄を使用していないピュアスチールのため、強度にムラがなく高品質

です。また、通常の亜鉛メッキの２倍の耐食を持つ高耐食特殊メッキ（亜鉛 95％＋

アルミニウム 5％）を施すことにより、更に高耐久になりました。

結束部は特殊な結束方法を使い、鋭い突起が出ない大変なめらかな仕上がりになりました。

動物の体を傷付けないように配慮した国内初の技術です。また、線間隔を最小 50 ㎜まで狭め

ることが出来、小動物の侵入防止柵として効果が期待できます。

エックスグリップエックスグリップ
イージーベンダーフェンスイージーベンダーフェンス

エックスグリップ
イージーベンダーフェンス

横線に高張力鋼線を使用横線に高張力鋼線を使用
し、柵を緊張して張ることし、柵を緊張して張ること

が出来ます。が出来ます。

横線に高張力鋼線を使用
し、柵を緊張して張ること

が出来ます。

ザプラスワイヤーザプラスワイヤー
強度にムラの無いピュアス強度にムラの無いピュアス

チール使用チール使用

ザプラスワイヤー
強度にムラの無いピュアス

チール使用

緊張することで支柱の本数緊張することで支柱の本数
を減らすことができ、を減らすことができ、
安価に作製できます。安価に作製できます。

緊張することで支柱の本数
を減らすことができ、
安価に作製できます。

亜鉛メッキ 95％
＋アルミニウム 5％

ピュアスチール
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簡単に折り曲げれる。
掘り返し防止フェンス。

取り付け 10秒。
電気柵で既存フェンスを
新たな次元へ。

　起伏が多い場所ではどうしても地面との隙間を無くすことが出来ず、動物に付け入る隙を
与えていました。最近ではイノシシがそうした場所を掘り返し、フェンスを壊してしまうと
いうことも起きています。
　FAR 夢ブランドのイージーベンダーフェンスは、特殊技術加工によりフェンスの下部の折
り曲げが初めてでも簡単に行えるようになりました。簡単に折り曲げることができるので、
施工が楽になるだけでなく、自力施工をされる方にもオススメです。

対象動物　イノシシ、シカなど 対象動物　イノシシ、シカ、サル、小動物など

　折り曲げ角度が自由にできるので、イノシシの掘り返し対策に有効です。また、折り曲げた
箇所はペグを使って固定することで更にがっちりガードすることが出来ます。

掘り返して
壊しちゃえ！

入るのなんて
カンタン♪ フェンスがあって

掘り返せない！
ここの畑は
諦めるか・・・

　FAR 夢ブランドのしのび返し支柱システム（特許システム）は既存の柵に電気柵を追加
することで、柵の防除効果をさらに高めることが出来ます。支柱の角度や高さ、段数を自
由に調整できるだけではなく、接続するフェンスを選ばない高い汎用性を持っています。
こうした点が、各地の獣害対策事業で取り入れられ、高い効果を発揮しています。

　設置に工具は一切不要です。誰にでも簡単に取り付けることができます。
しなりがあり折れにくいグラスファイバー製のポールと、劣化しにくい亜鉛メッキのクリップ
を使用しているので、長くお使いいただけます。

簡単によじ
登れるな！

この高さなら
飛び越えれそうだ

電気柵があって
登れない！

電気柵が怖いから
飛び越えるのはやめよう

※イラストはイメージです
対象動物 イノシシ シカ サル 小動

Power Up Fence SystemEasy-Vender Fence

※イラストはイメージです

掘り返し防止フ ンス。

EEasy-VVender Fence

新たな次元 。

PPower UUUpp FFenncce SSSystem
（特許第 4969613 号 )

（特許第 4969613 号 )



サル対策①（フィールドフェンスH1500＋しのび返し支柱システム）

イノシシ対策①（イージーベンダーフェンスH1500） イノシシ対策②（ワイヤーメッシュ＋しのび返し支柱システム）

シカ対策（フィールドフェンスH2000） シカ・クマ対策（イージーベンダーフェンスH2300＋電気柵）

対侵入防止フェンス（フィールドフェンスＨ1550）

ウシ用フェンス（フィールドフェンスＨ1550＋電気柵）

サル対策②（菱形金網＋しのび返し支柱システム） ヤギ用フェンス（フィールドフェンスH1200）

ブタ用フェンス（イージーベンダーフェンスH1500＋電気柵）

ヒツジ用フェンス（フィールドフェンスＨ900）

ウマ用フェンス（フィールドフェンスＨ1500）



跳躍力の高いシカの侵入を防ぐには、フィールドフェンスの高さを2ｍ以上

に設定するのが基本です。また、低いフェンスの上部に「しのび返し支柱シス
テム」を用いて電気柵をプラスすることで、低かったフェンスでもシカに対
応することが出来ます。

全国各地で被害が見られるイノシシは、鼻先で器用にモノを探っていく習性

を持っています。最近ではその鼻でフェンスを持ち上げたり、掘り起こしたり

して侵入するというケースが多くなっています。掘り起こし対策をする場合

は、フェンスの下部が自由に折れ曲がる「イージーベンダーフェンス」が有効
です。折れ曲がった部分はペグなどを使って止めることで、さらに強力なフェ

ンスに仕上がります。

知能や身体能力が高いサルの侵入を防ぐには、フィールドフェンスと「しの
び返し支柱システム」を併用することで、防除することが出来ます。「しのび
返し支柱システム」は斜めにせり出すように設置することで、より心理的効
果を高めます。場合によっては、段数を増やしたり、プラス線とマイナス線を

同時にさわるように設定することで、さらに効果を高めることが出来ます。

但し、近くに電柱や木があればそこから簡単に侵入を許してしまいます。設

置場所は周辺環境に十分配慮し、場合によっては、伐採などが必要になるこ

ともあります。

上記内容やイラストはあくまで標準的な仕様（イメージ）です。実際の設置環境や被害状況により、最適な対策や方法をご提案致します　　　　ので、どうぞお気軽にお電話ください。



上記内容やイラストはあくまで標準的な仕様（イメージ）です。実際の設置環境や被害状況により、最適な対策や方法をご提案致します　　　　ので、どうぞお気軽にお電話ください。

人の立ち入りが多い場所やパドックなどでは物理柵
のフィールドフェンスがおすすめです。
ウシの場合は高さ 1200ｍｍ以上のフェンスを使用
します。
また、電気柵を併用することでより脱柵されにくく
なります。

多くの頭数を飼育している羊牧場の外周柵として、
ネットフェンスが主流です。野犬やキツネなどの心
配がある場合は電気柵を併用すると効果的です。

ヤギは高いところに登るのを好みます。ネットフェ
ンスだけで脱柵されてしまう場合は、電気柵と併用
することをおすすめします。

ウマ用に開発された目の細かい特殊なネットフェンスです。
ひづめが入りにくく事故が起きづらい仕様になっています。
希少在来種である対州馬の放牧フェンスとしても使用され
ています。

こじあけ防止に下段を折りまげる「イージー
ベンダーフェンス」を使用するのが効果的で
す。
また、電気柵を併用することで心理効果も増
します。

お問い合わせください

フェンスの設計から施工まで、専門知識と技術を持ったスタッフ
が対応いたします。まずはご相談ください。
※施工スケジュールなど、ご希望に添えない場合がございます。
予めご了承ください。

施工事例
　ウシ用恒久電気柵（インサルウッドシステム）
　ブタ用フェンス（併用柵）
　ヒグマ用簡易恒久柵（インサルグラファイシステム）　ほか



設置環境に合ったフィールドフェンスを設置するためには、設計前の計画が大切です。ここでは設置に至るまで、どのよ
うな工程を経るかを簡単にご説明いたします。

設置ルートの状況を確認し、ルートを選定します。
砂利やコンクリートなど地盤が固い土地は、支柱を打ち込むことが
困難です。電柱や立ち木などが近くにある場合や起伏が激しい土地
は伐採や整地などの整備を行う必要があります。

柵の仕様を決定し、資材数量を算出します。
仕様は対象動物、設置環境に合わせて大きく異なります。それらを確認
した上で、資材数量を算出していきます。（対象動物の詳細な仕様はＰ5
～8をご参照ください）。例えば、カーブしている場所や傾斜がある場所
は、できるだけ多くコーナー支柱（控え支柱）を入れるほうが望ましい
です。

● 支柱（鉄柱）

・弊社デモファーム（実験農場）での設置・測量イメージ
　●は折れ点　ゲートは出入り口部

・カーブ部が多い場所での設置事例

※対象動物別の仕様についてはＰ5～ 8をご確認ください。

※門扉に関しては裏表紙をご確認ください

お問い合わせください

Ｃポスト、Ｈポスト、Ｎポスト

ワイヤーブラケット

ダイヤモンドポスト
（始点部やカーブ部
に使用する支柱です）

（中間支柱として
使用します）

（Ｃポストとフェンス
を固定します）

確認ポイント

確認ポイント

確認ポイント

ランマー（鉄柱用）
（支柱を打ち込みます）

ポストブラケット

Ｔフック連結金具
（始点部にフェンスを
固定します）

平行連結金具（小）
又は（極小）
（フェンス同士を連結し
ストレーナーを使って
緊張します）

バッグタイ
（バッグタイスティックを
使ってフェンスを固定し
ます）

バッグタイスティック
（バッグタイを簡単に支柱に
取り付けることができます）

平行連結ストレーナー
（平行連結金具を緊張します）

（Ｃ、Ｈ、Ｎポストを
接続する際に使用します）

● 専用施工道具

● フィールドフェンス

● フェンス固定金具 ● フェンス連結金具

対象動物に応じて
選択します
（詳細はＰ5～ 8）をご参照ください。

※木柱、木柱用Ｕ字釘（ステイプル）などの資材も取扱いしています。
　詳しくは別途お問い合わせください。

資材選定については、御見積をとらせて
いただくことも可能です。お気軽にお問
い合わせください。

お問い合わせください

設置ルートついては、専門知識を持った
スタッフがアドバイスを行うサービスも
行っております。詳しくはお問い合わせ
下さい。

お問い合わせください

必要に応じて、現地での施工指導
なども承ることが出来ます。詳し
くはお問い合わせ下さい。

お問い合わせください

施工方法は大きく分けて、自力施工と業者施工の２種類があります。
FAR夢ブランドの専用施工道具を使うことで支柱の打ち込みから
フェンスの固定まで、全て自力で行うことが出来ます（詳細はＰ13、
14をご参照下さい）。施工方法を検討する際に、重機の使用有無、運搬
車の使用についても確認が必要です。



まず水糸を使って、支柱を打ち込む位置を決めます。打ち込む支柱には地中に打ち込む深さにしるしを
付けておきます。ランマー（施工道具）やハンマーを使って、支柱をそれぞれ打ち込んでいきます。打
ち込みが完了した後、Ｃポストにはワイヤーブラケット　　をフェンスの横線の位置に仮止めしておき
ます。

ポストブラケットを使って、Ｃポスト、Ｈポスト、Ｎポストをそれぞれ接続
していきます。ポストブラケット　　を固定する際、径13ミリのラチェッ
トを用います。

フェンスを転がしながら繰り出していき、起こしていきます。この時、繰り出したフェンスが戻ってこないように杭などで固定してお
く必要があります。

フェンス始点部と終点部では連結金具を用いて、Ｃポストにフェンス巻きつけて固定していき
ます。
Ｔフック連結金具　　　は設置が簡単なだけでなく、解除ピンを使うことで一度入ったワイ
ヤーを戻すことが出来ます。

設置距離が長くなると１本のフェンスでは張りきれません。
そのような場合、平行連結金具　　　を用いてフェンス同士を連結することで、延長するこ
とが出来ます。Ｔフック連結金具と同様に、解除ピンを使うことで一度入ったワイヤーを戻す
ことが出来ます。

平行連結ストレーナー　　　を用いてフェンス全体に緊張をかけていきます（右イメージ）。金
具を下段から順番に少しずつ緊張をかけていくのがポイントです。

※重機が使用できる場合、緊張ボードという道具を使って、緊張をかけることが出来ます。
　詳しくはお問い合わせください。

最後にワイヤーブラケット　　を使って、フェンス
と支柱を固定して完成です。
ダイヤモンドポストとの固定は、
バッグタイ　　　を用いると便利です。

FAR 夢ブランドのフィールドフェンスは自力施工が可能です。ここでは自力施工を行うにあたって、大まかな設置手順
をご説明いたします。
※使用する資材や設置状況によって、施工手順は異なる場合があります。

ランマーを使った打ち込み

ラチェットを使って取付 ポストブラケットの取付

Ｔフック連結金具の取付け

平行連結金具の取付け

平行連結金具の緊張

ポストブラケットの取付

フィールドフェンスは強度や耐久性が高いことに加え、電気柵などの柵と比べ、頻繁な管理をしなくても良いことも大きなメリットと
いえます。しかし、全く管理をしなくても良いというわけではありません。ここでは、長くフィールドフェンスをお使いいただくため
のポイントについて簡単にご説明いたします。

フェンスの歪みや破損を放置しておくと動物がその部分を狙って、侵入するようになり、さらなる
破損の可能性があります。破損した箇所はできるだけ早く補修できる体制を作るために、定期的に
見回りを行うよう習慣づけましょう。

草苅などは不要と思われがちなフェンスですが、ツル性植物などが繁茂しつづけるとその重みで歪
みが生じたり、人間側の視界も悪くなり、動物の警戒心を薄れさせてしまう原因になります。「し
のび返し支柱システム」の場合は、電気柵の漏電に繋がってしまいますので、必ず定期的な草刈り
を行ってください。

動物が衝突し破損した箇所

草が巻きついたフェンス

POINTPOINT
!

バッグタイの取付

　　

写真はバッグタイ 200 ㎜のイメージ


